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１．研究計画の概要 
（１）破綻国家の再建に国際平和活動がどの
ような役割を果たしてきたのかを具体的な
事例を検証しながら明らかにする。 
（２）破綻国家の再建に国際平和活動が関与
する際に、どのような課題が存在するのかを
具体的な事例を検証しながら明らかにする。 
（３）破綻国家の再建における国際平和活動
の取り組みの中で、特に治安部門改革に焦点
を当てて、国際平和活動の新しい役割と課題
を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
これまで破綻国家の再建に国際平和活動が
どのような役割を果たしてきたのかについ
て、文献調査および専門家や関係者への聞き
取り調査を行ってきた。これらの研究成果を
日本国際政治学会（平成 22 年 10 月）と
International Studies Association（平成 23
年 3 月）において報告するとともに、あわせ
て論文を提出した。また、国際平和活動の現
地調査として、東ティモールを訪問し、国連
東ティモール統合ミッションが東ティモー
ルの治安部門改革に果たす役割に焦点を当
てた研究を進めてきた。学会報告の論文に現
地調査の成果を取り込み、最終年度において
学術誌への寄稿、および学術書として商業出
版とすることを念頭に準備を進めた。 
 
３．現在までの達成度 
区分②：おおむね順調に進展している 
当初の予定では、アフガニスタンの事例を含
め、現地調査も実施するつもりでいた。しか
し、現地の治安状況の悪化に伴い、アフガニ
スタンに関する調査は、文献調査や専門家へ
の聞き取り調査に留まっている。その観点か

らは、アフガニスタンに関する事例研究は十
分な達成度に至っていない。しかし、東ティ
モールに関しては十分な情報を集め、現地調
査も実施することができた。こちらの研究成
果は学会や国際会議で報告する機会を得た。
さらに、これまで実施してきた先行研究の整
理と理論的考察に関しては、十分に網羅的に
行うことができた。その中で安全保障と開発
の交錯という視点を重視し、分析枠組みを整
理する作業も行った。したがって、最終年度
の研究成果の統合と総括に向けて、十分な達
成度にあると評価できる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後もアフガニスタンの現地調査の実施は
困難であることを勘案し、東ティモールの事
例を中心に研究をとりまとめていく。最終年
度には学術誌への寄稿をして研究成果の学
会への還元に努めたい。さらに、本研究を核
とする研究成果を学術誌として日本語（国際
書院）および英語（DCAF）で出版することで、
成果の普及という観点を最終年度は優先事
項に掲げる。 
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